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深さ 15cm の長方形で，其の内底に硝子板を敷~其の上に砂を撒いて水;æj適首の深さ 8-
10cmに入れる〉硝子板は二枚に切つであり，霊験後水を抜いて砂堆及び沙漣を取同すの
に便する。此の水槽に定常波を作る装置は，口i措潟真及び第 1闘に示す通りである。可愛
( GB ) 
定常波による糊海の砂堆と砂漣
抵抗附電働器 Jfで廻る心棒の端 Aは肉厚の革張りになって居わ，螺旋 S]を以て摩擦
廻轄板 F との接鯛黙を加減し F の廻帯数従って水波の週期を調節する。 F の廻車専は曲
肱 C によってアルミ板 P の往復運動に時化する J 曲肱の長さは螺旋 S~ によって伸縮せ
られ，水板 Pの運動振幅を調節するω用をなす。





の中央位置与を節と見倣して行った。 P の後方にも約 10cmfS'.(]，)徐裕を置いてあるから，
大開それで一致した。 fこ日時には水根後方の富余裕不足のため多少は常に節が水板の前方に
なることもあったが，何れにしても充分定常波になる様，自主旋 S¥の調節そ精密に行ふの
である。然し調節螺旋 SIの徐裕も基本振動1節定常波(濁としての週期 41_/./gh=i.9 sec.) 
を起すことは不可能に終って，結局 2-7節までの定常波を作った。其の週期は，水板の



















































































































水卒仮幅 (cm)I 6.0 3.5 3.8 4.0 3.5 3.5 
節附副大| ω Bo 3.6 3.5 3.0 2.5 
腹附猷小 I 1.8 1.0 1.8 1.5 1.6 1.2 










( G7 ) 
定常波による湖海の砂犠と砂漣
第8表沙漣波長と71<.波振幅との銅係 (71<.波6節，砂は中砂)
水波の水平棚(叫 l3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 
3.0 3.0 3.1 3.5 4.2 
t少漣波長
最小 1.0 1.2 0.9 1.3 
(cm) 
平均 2.08 2.20 2.26 2.38 2.41 
vi) 向第 3表の宜験は沙粒I賓待;の沙益事故'畏に及隠す影響をも見る震に第 2表の宮験と

















閉塞湖海の長さをム深さを Aとし，之に 1/ 節の定常水波があって其の上下艶{立が
1m.¥: 2"1 山 2Lη=σcos-ー ァ-cosー っァー .1=一一ー ゥ_.._
'" 1 . II J/ gh 
であるとするo Tは週期で， .¥.:は一端から測った水平距離を表はず(第3回j。






η=-It-~ . elνE 
によって，営然
aL 111τzπ 一一一二一sm-T-X"COS-うバmr:h ".. L (2) 
である。悲に水深 Aは簡単のため一定とした。叉水平流速 η は
(3) 
a~ ..' Iπ '2π v=ー 一一=_ r Sin~.T COS-ニー イelt ， ~ ... L .， -~" T 







( i ) σ=ド.v
と置く。而して沙粒流量の速さ (TeikhcnJluss)Sなるものを
(ii) 
と定義し，之が 1 によって逮ふ詩に時間 fの経過につれ水底に沙泥の凹凸を作るが，其
の作用は水流速度に反比例すると仮定し， l'をJx基準商より訊IJった水底の高さとして
(ii elS ^ oy 3了=一寸Z了.ヲ7
と置いた。従って (i)と(ii)とから
fL=-L|U14 elt ' ()，
を得，之に (3)式を代入して
oy _ J写生¥zu;刊さと乙、 mJ2L/37-ー ヘヲ子)". L " -~" J" 
、 、，?????
前尚 (2).( 5 ) 
定常波に主る湖海の砂堆正liT、E車
積分して
('- • n 冗 (. 4π4πl 
)'=)'0一正一五7t2-.sin"'L X・tsin] アf十 T!J C iv) 
;Ij>得，之が時間 f に開し週期項の外にー衣項を含むから，長時間たてば遂には沙堆が明
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rl ( ) <>2 ~ (7) 






往復掃流沙量の大部分に相官する (7)式の第 1Jnによる y~ )'，にて表はせば，
sin2___::_πγ !-(l-rn~~πλ 一一-~I I ー「円。---~.，L 山 2¥' vW L .C) 
sin4 何 ，=__ 1 ( J!__? r()~ 2mt ， .+_l_，.."o~πl nτt~4 日一辺 cüs----z-''\.'十三FCO勺.:__.1)
に注意し
Y』=KY211jyz(1bi4m.2mlib/| 九 2~t Id. TlV"，τn-Y-:1o'-sm--z‘)l COSj;-1 cos.， -jア Id.






















/ 山明 ¥“( __n{ 41π 21/1< ¥r . 2 
y=2oKV2¥ ~乞)i V2( cosτ-.y-COS二主::'_X)~COS4 -7: dt' 












。(71π¥2( ~Tn 471π( ~_n 4 n ¥ 2引11: ) 
Y=i-OKV2¥τ) t V2cos 'L-x-¥ V2_-t-V~ )cos~を~x}/-Yo， (10) 
制普通の湖海では Y が Vc摘す程度は約著しいものではなく，従って戸ーが
は V2に比L寄金程小さいのが例でるる。故に賢用上は
3斗 OKV4(子ycos与 .1'Xt-yo，か c 1 






















































た沙は Y に移る。而して pp'くNN' であるから，沙は原紙よりも狭い範囲に集められ
てiγ を頂黙とする高まりが出来る。之に反L， N よわ後方ではλ戸(但L， N押λT=NN')






















































何れにしても， Frisches Haffの水底形放はレッタウが存在不確賓の 4笛j静振で設明せ
んとしたよわも，存在の確認されて居る 2節静振によって充分其の成因が諒解出来ること
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